
　　　

私
が
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
を
掲
げ

石
岡
市
政
の
運
営
と
い
う
重
責
を
担

い
、
早
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
へ
の
道
筋
と

は
、
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
ま

ち
の
個
性
と
し
て
輝
か
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
郷
土
愛
を
育
み
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
自
ら
の
誇
り
と
し
て
発

信
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

１
年
目
と
な
る
26
年
度
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
が
２
億
円
を
達
成
し
、
茨

城
県
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
岡
の
お
ま
つ
り
の
過
去
最
高
の
人

出
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
回
数
の
増
加
、
さ
ら
に

は
企
業
誘
致
で
多
く
の
雇
用
が
生
み

出
さ
れ
る
な
ど
、
未
来
へ
の
曙
し
ょ
う
こ
う光

を
見
出
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

と
は
い
え
、
い
ま
だ
道
の
り
は
厳

し
く
、
２
年
目
と
な
る
27
年
度
は
、

当
市
の
魅
力
を
着
実
に
育
み
な
が

ら
、
国
・
県
と
の
連
携
を
密
に
、
近

隣
市
町
村
と
も
絆
を
深
め
て
、
さ
ら

な
る
再
生
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
、
本
年
10
月
で
合
併
10
周

年
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
合

併
当
時
の
人
口
は
８
万
１
８
８
７

人
で
し
た
。
本
年
１
月
現
在
の
人

口
は
７
万
６
４
６
０
人
で
す
の
で
、

５
４
２
７
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
26
年
中
の
人
口
動
態
は
、

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
６
４
８
人
で
す
。

こ
れ
は
、
平
成
23
年
か
ら
３
年
連
続

で
約
８
０
０
人
が
減
っ
て
い
た
状
況

と
比
べ
る
と
、
減
少
傾
向
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
幅
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
世

代
で
の
転
出
が
多
い
傾
向
は
続
い
て

お
り
、
高
齢
化
率
を
高
め
る
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
危
機
感
を
持
っ
て
人
口

減
少
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え

「
石
岡
ふ
る
さ
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
り

ま
す
。
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
臨

み
ま
す
。

　

ま
た
、
27
年
度
は
共
通
テ
ー
マ
と

し
て
、
新
た
に
「
人
口
減
少
・
少
子

化
対
策
」
を
追
加
し
、
重
点
的
か
つ

全
庁
的
に
推
進
し
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
豊
か

な
心
と
生
き
る
力
、
確
か
な
学
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
未
来
の
担
い
手
育
成

に
努
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
と
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
学
べ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
子
育
て
世
代

に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
ふ
る
さ
と
学
習
教
材
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
発
達

状
況
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
乳

児
期
か
ら
学
校
卒
業
ま
で
一
貫
し
た
支
援

が
行
え
る
よ
う
に「
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
」

を
作
成
し
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育

な
ど
の
各
機
関
が
連
携
し
た
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
27
年
度
中
に
全
て
の
学

校
施
設
の
耐
震
化
を
完
了
す
る
と
と
も

に
、
学
習
環
境
の
改
善
の
た
め
、
全
て
の

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
空
調
設
備
を
導

入
し
ま
す
。

　

石
岡
市
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
子
育
て

に
要
す
る
費
用
の
支
援
な
ど
の
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
待
機
児
童
も

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
多
様
化
す
る
子
育
て

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
子
育
て
世
代
に
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
生
児
の
保
護
者
に
対
し
、
紙
お
む
つ

な
ど
と
交
換
が
で
き
る
子
育
て
ク
ー
ポ
ン

の
発
行
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

を
助
成
す
る
こ
と
で
子
育
て
費
用
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。
同
時
に
子
ど
も
の
見

守
り
を
行
い
、
児
童
虐
待
な
ど
の
早
期
発

見
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
育
・
保
育
施
設
や
地
域
の

子
育
て
支
援
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
身
近
な
実
施
場
所

で
、
情
報
の
収
集
や
提
供
を
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
相
談
や
助
言
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
も

実
施
し
ま
す
。

子育て応援プロジェクト
子育て世代に魅力的なまちを

教育環境充実プロジェクト
教育の充実で、未来の担い手を育成

1

2

２

　石岡市には「歴史」「文化」「自然」などの豊かな地域資源があり、熱い思いを持った「人財」

がいます。

　現在、市では、少子高齢化に伴う人口の自然減に加え、働く世代を中心とした人口の社会減が

生じています。

　この厳しい現状を真摯に受け止め「誰もがいきいきと暮らし輝くまちいしおか」を実現するため、

人、歴史、自然などの地域資源を十分に活用し「ふるさと再生プロジェクト」を実行していきます。

　豊かな地域資源を活用した「ふるさと再生」を市民の皆さんと力を合わせ、ともに考え、とも

に実行することで達成し、誇れる「ふるさと」を将来にわたり引き継いでいくために効果的な行

財政運営に努めていきます。

　平成 26年度からスタートしたプロジェクトはセカンドステージに入ります。さらなるスピード

感をもって事業を推進していきます。

▲放課後子ども教室のツリークライミング

ふるさと学習推進事業 
　　　　　　　   622 万円
相談支援ファイル作成事業
　　　　　　　　  26万円
教育環境の充実
　　　　　6億 672 万円

子育てクーポン給付事業 
　　　　　　　1,320 万円
チャイルドシート購入助
成・貸し出し事業
　　　　　　　275 万円
地域子育て支援コーディ
ネーターの配置    277万円

▲新入生にランドセルを無料で給付



企業誘致プロジェクト
就業機会の充実で、働く世代に魅力的なまちへ

安全・安心プロジェクト
東日本大震災の教訓を生かした防災への取り組み

生涯現役プロジェクト
豊かな知識と経験を地域社会の活性化に

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
、

ま
た
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
、
近
年
多
発

し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
防

災
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
災
害
発
生
時
や
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

と
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
伝

達
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
26
年
度
に
整
備
し
た
防
災
行
政
無
線

の
適
切
な
運
用
を
実
施
す
る
ほ
か
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
や
、
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
効
率
的
な
行
政
運
営
が
で

き
る
新
庁
舎
建
設
を
平
成
29
年
度
の
完
成

を
目
指
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
行
政
、
市
民
、
防
災
関
係
機
関

の
相
互
協
力
体
制
を
構
築
し
、
連
携
す
る

こ
と
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る
災

害
に
強
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

若
者
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
働

く
場
所
の
確
保
が
必
要
で
す
。
市
に
は
鉄

道
や
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
空
港
や
港
湾
へ
の
行
き
来

も
容
易
な
こ
と
な
ど
、
地
理
的
に
優
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
環
境
と
あ
わ
せ
て
充

実
し
た
優
遇
制
度
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

企
業
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
の
就

業
機
会
の
充
実
に
力
を
入
れ
、
働
く
世
代

に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

市
内
に
事
業
所
を
新
設
ま
た
は
増
設
し
、

石
岡
市
民
を
従
業
員
と
し
て
５
人
（
中
小

企
業
は
３
人
）
以
上
新
た
に
雇
用
し
た
場

合
、
１
人
に
つ
き
月
10
万
円
の
助
成
金
を

最
大
３
年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
「
上
野
東
京
ラ
イ
ン
」

が
開
業
し
、
常
磐
線
が
品
川
駅
ま
で
乗
り

入
れ
る
な
ど
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

長
寿
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
高
齢
者
の

人
口
比
率
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
培
っ
て
き
た
豊
か

な
知
識
や
経
験
を
地
域
社
会
で
生
か
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
健
康
を
維
持
し
、
い

つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
社
会
参
画
や
社
会
貢
献
活
動

の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
、
生
涯
現
役

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

健
康
教
室
や
講
座
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
な
ど
、
対
象
と
な
る
事
業
に
参
加
し

た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
で
施
設
利
用
券
な
ど
の
景
品

と
交
換
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
八
郷
総
合
運
動
公
園
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
す
る
た
め

の
実
施
設
計
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
維

持
と
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
ま
す
。

3
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▲総合防災訓練の様子

災害に強い庁舎の整備 
　　　　４億 2,014 万円
総合防災訓練の実施
　　　　　　　200 万円
防災行政無線の運用

　　　1,092 万円

多くの優遇制度と
企業活動への支援

生涯現役フェスティバルの
開催 　  　           256 万円
ウォーキングコースの整備
　　　　　　　114 万円
生涯現役プラチナ応援事業

　　　439 万円

▲企業誘致を推進する柏原工業団地

▲いきいき活動事業で外出の機会を



９ つ の プ ロ ジ ェ ク ト を 支 え る ３ つ の 　 　 　 共 通 テ ー マ と 合 併 10 周 年 記 念 事 業

４

　

石
岡
市
は
、
肥
沃
で
広
大
な
農
地
を
有

し
、
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
、
首
都
圏
で

評
価
の
高
い
農
畜
産
物
を
産
出
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
農
業
を
応
援
し
、
さ
ら
な

る
飛
躍
に
つ
な
げ
る
た
め
、
農
作
物
の
加

工
や
販
売
な
ど
へ
の
展
開
、
い
わ
ゆ
る
第

６
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
直
売
所
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
新
品
種
や
人
気
品
種
へ
の
植
え
替
え

や
、
技
術
や
施
設
の
導
入
支
援
を
行
い
、

生
産
・
販
売
の
向
上
と
と
も
に
、
市
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
農
林
業
を
始
め
よ
う
と

す
る
人
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
、
給
付
金

の
交
付
や
農
業
指
導
か
ら
定
住
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

土
地
改
良
区
や
子
ど
も
会
、
消
防
団
な
ど
で

組
織
さ
れ
た
地
域
団
体
が
行
う
農
業
用
施

設
の
維
持
補
修
、
生
態
系
の
保
全
、
農
村
景

観
の
保
全
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

か
つ
て
県
内
第
２
の
商
都
と
言
わ
れ
た

石
岡
市
の
中
心
市
街
地
は
、
郊
外
へ
の
大

型
商
業
施
設
の
立
地
や
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
空
き
店
舗
な
ど
も
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
状
を
改
善
す

る
た
め
、
歴
史
的
資
源
で
あ
る
看
板
建
築

な
ど
の
魅
力
的
な
景
観
を
活
用
し
た
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、景
観
の
保
全
・

向
上
を
目
指
し
、
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
新
た
な
魅
力

や
活
力
を
生
み
出
す
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、

新
規
出
店
者
な
ど
に
対
す
る
支
援
や
、
商

店
街
活
動
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
整
備
を
進

め
る
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
は
平
成
27
年
度
中
に
整

備
が
完
了
す
る
予
定
で
、
東
西
自
由
通
路

や
駅
舎
の
橋
上
化
と
併
せ
て
駅
周
辺
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
、
東
西
へ
の
人
の

流
れ
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
機
能
強
化
を

図
り
ま
す
。

中心市街地活性化プロジェクト
歴史的資源を生かしたにぎわいの再生

農林業振興プロジェクト
新規就農（林）者の受け入れで定住促進も
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農力アップ推進事業　　　
　　　　   184 万円

新規就農者支援対策経費　
　　　　　　　2,677 万円
多面的機能支払交付金事業

　　　　　9,187 万円

景観保全事業 
　　　　　　　50万円

中心市街地活性化事業
　　　　　　　1,402 万円
石岡駅周辺整備事業

18億 621 万円

人口減少・少子化対策 合併 10 周年記念事業
　少子高齢化にともなう人口減少に歯止めをかける
ことと、東京圏への一極集中を是正するために「ま
ち・ひと・しごと創生法」が成立しました。
　これに基づき、住みよい環境を確保し将来にわ
たって活力ある地域を維
持していくために、石岡
市でも人口減少・少子化
対策を実施していきま
す。

　10 月に、石岡市は合併 10 周年を迎えます。市
民の皆さんの一体感のさらなる醸成を図るととも
に、今後の市の発展の契機となるよう、合併 10周
年記念事業を実施します。
　記念事業とあわせ、市の魅力を発信していくとと
もに、他市に負けない独自の創意工夫によるオン
リーワンのまちづくりを目指していきます。

▲年間を通して果物狩りが楽しめます

▲中心市街地の歴史的資源（看板建築）

▲ふるさと再生本部の様子



協働のまちづくり 行財政改革の推進
　平成26年度に制定した「石岡市協働のまちづく
り条例」に基づき、市では市民の皆さん、地域コミュ
ニティ、市民公益活動団体、事業者とともにがそれ

ぞれの役割を分担
し、連携、協力す
ることで、より良
い地域社会の実現
を目指します。

９ つ の プ ロ ジ ェ ク ト を 支 え る ３ つ の 　 　 　 共 通 テ ー マ と 合 併 10 周 年 記 念 事 業

　５

　

朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
以
降
、
沿
線
の

交
通
量
や
石
岡
に
観
光
で
訪
れ
る
人
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
観
光
ニ
ー
ズ
お

よ
び
消
費
行
動
も
多
種
多
様
化
し
て
お

り
、
市
の
観
光
を
取
り
巻
く
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
観
光
資
源
の
活
用
や
特
産
品

を
生
か
し
た
魅
力
ア
ッ
プ
、
効
果
的
な
情

報
発
信
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

開
園
30
周
年
を
迎
え
る
県
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
で
記
念
事
業
を
開
催
す
る
ほ
か
、

園
内
周
遊
車
を
運
行
し
、
観
光
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
石
岡
の
お
ま
つ

り
に
お
け
る
交
流
人
口
60
万
人
を
目
指

し
、
新
た
な
観
覧
席
の
設
置
や
ト
イ
レ
の

増
設
、
ゴ
ミ
の
収
集
の
充
実
な
ど
見
学
環

境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
滞
在
型
観
光
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
遠
方
か
ら
の
誘

客
や
、
観
光
資
源
の
活
用
法
な
ど
を
検
討

し
ま
す
。

観光・交流推進プロジェクト
観光振興計画に基づいた交流人口の拡大
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石岡のおまつり魅力アップ 
　　　　　　　943 万円
フラワーパークのリニュー
アル検討　　　   540 万円
滞在型観光施設整備基本計
画の策定　　　   200 万円

　

石
岡
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
な
ど
、
数
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
の
魅
力
の
向

上
と
と
も
に
、
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
を

行
う
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
に

思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
分
野
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
文
化
・
芸
術
に
広
く
親
し
み
、
創
る

人
と
観
る
人
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を
創
出
す

る
た
め
、
八
郷
総
合
支
所
に
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
自
治
体
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦
周
辺
の
地
質
・

自
然
環
境
・
歴
史
文
化
を
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指

し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
貴
重
な
歴
史
遺

産
を
次
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
保
護
、

観
光
振
興
に
活
用
し
ま
す
。

地域の魅力アッププロジェクト
地域資源の魅力向上と情報発信
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市民ギャラリーの設置　　
　　　　　   1,020 万円

筑波山地域ジオパーク推進
事業　　　　　    109万円
市の魅力の情報発信　　　

　　282 万円

　市を取り巻く環境は大きく変化しており、社会保
障負担の増加や市税収入の減少などの課題が生じて
います。また、公共サービスへの需要は高度・多様
化しています。
　このような変化の中、市民の皆さんに期待される
行政サービスを実施し「石岡ふるさと再生プラン」
を実現するため、行財政改革に取り組んでいきます。

▲石岡のおまつり

▲昨年 11月に陣屋門を移築

ぞれの役割を分担

ることで、より良
い地域社会の実現
を目指します。

▲協働のまちづくり講演会の様子



収入

支出 収入

支出

　

石
岡
市
に
は
、
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
た
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
10
の
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ

い
て
設
け
て
い
る
も
の
と
、
収
支
を
一
般

会
計
と
分
け
て
経
理
し
た
方
が
効
率
的
で

あ
る
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
左
の
よ
う
な
特
別
会
計
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

介護保険特別会計

　介護保険は、費用の半分
を市と国・県、もう半分を
被保険者が負担する仕組み
になっています。市はこの
お金を、被保険者が受けた
介護や支援のサービスに応
じ、その事業者へ支払って
います。

国民健康保険税
21 億 5,232 万 1 千円
   　　　　（20.2%）

その他（0.6%）
7,164 万 9 千円

総務費（1.6%）
1 億 6,851 万 1 千円

保健事業費・その他
１億 6,809 万 6 千円

（1.6%）

下水道事業特別会計

　下水道事業は、整備区域
内に土地を所有する人など
の受益者負担金や実際に使
用した人の使用料のほか、
一般会計からの繰入金によ
って管理運営を行っていま
す。

受益者負担金・
使用料等
　6 億 3,407 万
　　　　　2 千円
   　　　　（28.7%）

その他
1 億 9,066 万 1 千円
　　　　　（8.6%）

一般会計繰入金
12 億 9,056 万
　　　　　9 千円
　　　　（58.5%）

国・県の補助
（4.2%）　
9,195 万 5 千円

ポンプ・管きょ維持管理
5 億 3,390 万 7 千円

（24.2%）

予備費（0.1%）
250万円

公債費
13 億 2,501 万 3 千円

（60.0%）

下水道整備事業（15.7%）
　3 億 4,583 万 7 千円

国民健康保険特別会計

　国民健康保険は、加入者
からの保険税や国・県など
からの補助によって、医療
費への補助などを行う制度
です。これにより、加入者
の皆さんは安心して病院な
どの医療機関にかかること
ができます。

保険料（65 歳以上）
14 億 9,523 万 2 千円
   　　　　　（21.2%）

保険料（40 ～ 65 歳）
18 億 7,627 万 5 千円
   　　　　　（26.7%）

国・県の補助
　25 億 6,888 万
　　　　　　3 千円

　　　　　（36.5%）

一般会計繰入金
10 億 9,293 万 2 千円
　　　　（15.5%）

その他（0.1%）
436 万 2 千円

保険給付費
　66 億 6,472 万円

（94.7%）

総務費・その他
2 億 8,223 万 5 千円
　　　　　（4.0%）地域支援事業

9,072 万 9 千円
（1.3%）

平成　　年度 予算特集

収入支出

保険給付費
60 億 7,500 万
　　　　8 千円
　　　（57.0%）

27 予
算
総
額
２
２
６
億
７
６
０
０
万
円

特
別
会
計

８

国・県の補助（27.8%）
　29 億 5,708 万 6 千円国・県以外の補助

（44.9%）
47 億 7,991 万
　　　　　9 千円

一般会計繰入金
（6.5%）
6 億 9,281 万
　　　1 千円

支援金・納付金・
拠出金等
42 億
4,217 万
1 千円（39.8%）

106 億 5,378 万 6 千円
　　　　　　（15.1%）

 22 億 725 万 7 千円
　　　　　（△ 1.1%）

 70 億 3,768 万 4 千円
　　　　　　（12%）

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

※
予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

◉ 簡易水道事業特別会計
3 億 7,195 万 9 千円（△ 34.7％）
　三村地区（一部を除く）へ生
活用水などを供給しています。
現在、28 年度の湖北水道企業
団との統合に向け、配水管を整
備しています。
◉ 駐車場特別会計
2,220 万 2 千円（8.8％）
　石岡駅周辺の駐車場の維持管
理を行っています。
◉ 農業集落排水事業特別会計
3 億 858 万 9 千円（△ 0.5％）
　出し山、関川、東成井、石岡

西部、恋瀬の各地区施設の維持
管理などを行います。
◉ 霊園事業特別会計
1,896 万円（23.2％）
　龍神山と半ノ木の市営霊園の
維持管理を行っています。
◉ 介護サービス事業特別会計
3 億 433 万 7 千円（5.2％）
　特別養護老人ホーム「のぞみ」
の運営に要する経費や、包括支
援センターが行う介護予防支援
に関する経費です。
◉ 後期高齢者医療特別会計
7 億 2,329 万 1 千円（1.9％）
　75 歳以上の人と、65 歳以上
で一定の障がいがある人は、医

療の給付を受けられます。制度
の運営は茨城県後期高齢者医療
広域連合が行い、市は保険料の
徴収や窓口業務を行っています。

◉ 水道事業会計
10 億 2,843 万 2 千円（5.7％）
※収益的・資本的支出の合計
八郷地区の水道用水の供給、水
道事業の計画と工事、水道料金
の徴収などを行っています。
※（　）内は、前年度比です。

その他の特別会計

公営企業会計



源

主

源

依

財

存

一般会計

収 入
財

自

予
算
総
額
３
１
５
億
円

　

市
は
、
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
昨
年
度

と
比
べ
26
億
円
の
増
額
と
し
ま
し
た
。「
新
庁

舎
建
設
事
業
」
や
「
保
育
等
運
営
経
費
」、「
石

岡
駅
周
辺
整
備
事
業
」
な
ど
、
市
の
持
続
的
発

展
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
事
業
な
ど
に
積
極
的
な
予

算
づ
け
を
行
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
充
て
る
財
源
の
う
ち
、
最
も
大

き
な
市
税
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を

１
億
５
０
０
０
万
円
の
減
収
、
都
市
計
画
税
を

８
０
０
万
円
の
減
収
と
見
込
ん
だ
も
の
の
、
個

人
市
民
税
に
つ
い
て
は
景
気
回
復
の
影
響
な
ど

で
１
億
４
６
０
０
万
円
の
増
収
、
市
町
村
た
ば

こ
税
を
３
８
０
０
万
円
の
増
収
と
見
込
み
、
市

税
全
体
で
は
１
７
０
０
万
円
の
増
収
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
下
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
入
湯
税
は
、
や

さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
か
ら
の
収
入
で
、
今
年
度

は
約
18
万
２
７
０
０
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

市税
　97 億 3,800 万

　　　　　４千円
　　　　　（30.9%）

繰入金（3.7%）
    11 億 6,432 万 5 千円

諸収入（2.2%）
      6 億 9,216 万 9 千円

分担金及び負担金（1.2%）
　   3 億 7,489 万 7 千円

繰越金　3 億円（1.0%）

使用料及び手数料 

                    2 億 6,210 万円
財産収入　  2,477 万 9 千円
寄附金　      １億 8千円　  （計 1.2%）

地方交付税
63 億 7,700 万円

（20.3%）

　国庫支出金
53 億 8,481 万
　　　　2 千円
　　　（17.1%）

市債（10.6%）
33 億 2,490 万円

県支出金（6.1%）
19 億 2,820 万 6 千円

地方消費税交付金（3.7%）
11 億 7,520 万円

地方譲与税（1.2%）
３億 8,770 万円

ゴルフ場利用税交付金　　6,400 万円
自動車取得税交付金　　　5,400 万円
地方特例交付金　　　　　3,020 万円
配当割交付金　　　　　　6,370 万円
利子割交付金　　　　　　1,350 万円
交通安全対策特別交付金　1,000 万円
株式等譲渡所得割交付金　 3,050 万円（計 0.8%）

収　入 性 質 別 グ ラ フ収　入 市税の内訳

都市計画税（4.7%）
4 億 5,744 万 1 千円
軽自動車税（1.7%）
1 億 7,321 万円

一般会計
 収入

億円315

一
般
会
計

６

固定資産税（43.2%）
42 億 600 万 8 千円

個人住民税（36.4%）
35 億 4,267 万 2 千円

法人住民税（7.7%）
7 億 4,790 万 2 千円

市町村たばこ税（6.0%）
5 億 8,336 万 6 千円

入湯税（0.3%）
2,740 万 5 千円

繰り入れる場合もあります。
諸収入…他の科目に含まれない収入をまとめたものです。市
税などの延滞金などです。
地方交付税…すべての地方公共団体が、一定水準のサービス
を提供できるように国から交付される税です。
国庫支出金…国が使途を特定して地方公共団体に交付する支
出金です。
市債…市が国や民間金融機関などから長期的に借り入れる資
金のことです。市では、将来の財政負担が大きくならないよ
う計画的に借り入れを行っています。

◆収入◆

市税…私たちが納めた市への税金です。市民税や固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、都市計画税などです。
分担金及び負担金…市特定の事業の財源として、その事業によ
り利益を受ける個人や団体が支払うものです。保育所運営負担
金や児童クラブ保護者負担金などです。
使用料及び手数料…使用料は、市の施設などの使用・利用者が
支払うもので、市営住宅や運動公園、公民館などの使用料です。
寄附金…ふるさとづくり寄附など、個人や団体が市へ寄附した
お金です。
繰入金…一般会計、特別会計、基金などの間で行うお金の移動
のことで、他の会計からの繰り入れのほか、基金を取り崩して

用語の説明



　

社
会
保
障
に
支
出
す
る
「
扶
助
費
」
は
、
昨

年
度
よ
り
８
億
３
７
０
０
万
円
の
増
額
と
し
ま

し
た
。

　

保
育
等
運
営
経
費
４
億
８
９
０
０
万
円
、
障

害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
１
億
７
１
０
０
万

円
、
生
活
保
護
費
８
３
０
０
万
円
の
増
額
な
ど

が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
遂
行
に
要
す
る
「
物

件
費
」
は
、
昨
年
よ
り
１
億
４
９
０
０
万
円
増

額
と
し
ま
し
た
。

　
「
普
通
建
設
事
業
」
は
、
昨
年
度
よ
り

15
億
２
４
０
０
万
円
の
増
額
と
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
経
費
３
億
５
０
０
０

万
円
、
中
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
経
費

２
億
２
０
０
万
円
、
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る

石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
が
９
億
１
４
０
０
万
円

の
増
額
な
ど
が
大
き
な
要
因
で
す
。

支　出 目 的 別 グ ラ フ

議会費（0.9%）　
2 億 8,070 万 1 千円

民生費（34.0%）　
107 億 1,173 万
　　　　　2 千円

衛生費（6.3%）　
19 億 8,764 万
　　　　　7 千円

労働費（0.1% 未満）
148万円

農林水産業費（3.7%）
11 億 7,042 万 1 千円

商工費（1.9%）　
5 億 9,061 万 9 千円

土木費（18.9%）　
59 億 6,409 万円
　　　　　6 千円

消防費（4.7%）
14 億 7,319 万 8 千円

教育費（10.1%）　
31 億 6,756 万
　　　　　6 千円

諸支出金（0.5%）
1 億 5,405 万5千円公債費（9.7%）　

30 億 6,018 万
　　　　　5 千円

災害復旧費
6 千円（0.1% 未満）

予備費（0.1%）
3,000万円
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扶助費
64 億 7,556 万 5 千円

（20.6%）

人件費
50 億 9,837 万

　　　　　6 千円
　　　（16.2%）

物件費　
41 億 1,044 万

　　　　　9 千円
　（12.9%）

繰出金　
36 億 1,572 万

　　　　　6 千円
　　（11.5%）

普通建設事業費　
54 億 248 万 4 千円

（17.2%）

補助費等　
31 億 665 万

　　　　1 千円
　　　　　（9.9%）

維持補修費（1.2%）　
3 億 8,506 万 9 千円

一般会計

支 出

貸付金　　　5,392 万 8 千円
積立金　1 億 5,405 万 5 千円
投資・出資金　　　800 万円
災害復旧費  　          　6 千円
予備費　 　　　　3,000 万円
　　　　　　    　　（計 0.8%）

総務費（9.2%）　
29 億 829 万
　　　　4 千円

公債費（9.7%）　
30 億 5,969 万 1 千円

７

支　出 性 質 別 グ ラ フ

一般会計
 支出

億円315

■目的別分類■　経費を達成しようとする行政目的に応じて
区分したものです。
総務費…市組織の運営、徴税、戸籍、統計、選挙など
民生費…児童・高齢者・障がい者福祉、生活保護など
衛生費…母子保健、廃棄物処理、公害対策など
労働費…労働者福祉・支援などの経費
農林水産業費…農業振興、林業振興など
商工費…商工業振興、観光振興など
土木費…道路、公園、市営住宅などの整備や維持補修など
消防費…火災、風水害、地震などから市民を守る経費
教育費…学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興など
公債費…借り入れた市債の元金の返済や利子の支払いなど

■性質別分類■　市の経費を、経済的性質に着目して分類し
たもので、大きく分けて義務的経費・投資的経費・その他の
経費に分類されます。さらにその中で、人件費・物件費・維
持補修費・扶助費・普通建設事業費・公債費などに分類され
ます。

扶助費…生活保護費、児童手当、老人福祉費など
人件費…職員の給与や共済費、議会議員の報酬など
物件費…消費的性質を持つ経費で、委託料や賃借料など
普通建設事業費…道路、学校、公園など各種公共施設の新増       
　　　　　　　　設事業など
補助費等…各種団体への助成金や一部事務組合への負担金など

用語の説明
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